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■初のＪリーガーを目指して！ 

■まちのできごとあれこれ 

■行政のひろば 

■保健情報 

■いきいきひろば 

■お知らせ 

 

 

　１月12日、中央公民館で平成26年七戸町成人式が行われ、新

成人131名が大人の第一歩を踏み出しました。 

　式典では、高坂崇さんと原子美穂さんのリードで町民憲章唱

和の後、小又町長や来賓の方々から新成人に向けたあいさつがあっ

たほか、中学校時代の恩師からのメッセージもあり、思い出話

に花を咲かせていました。 

　最後に、新成人を代表して菅岡鈴華さんが「成人としての自

覚を胸に、これからの人生を歩んでいきます」と誓いの言葉を

述べました。 
　 

　当日の様子は、裏表紙のフォトギャラリーをご覧ください。 
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特集 特集 

　
１
月
３
日
、
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
、
青
森
山
田
高
校
対
履
正
社
高
校
（
大

阪
府
）
の
試
合
は
Ｐ
Ｋ
戦
の
末
、
青
森
山
田

高
校
が
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

青
森
山
田
高
校
の
キ
ャ
プ
テ
ン
マ
ー
ク
を
巻

い
て
い
た
の
は
、
七
戸
中
学
校
出
身
の
山
田

武
典
君
（
城
内
）
。
サ
ッ
カ
ー
の
強
豪
校
で

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
高
校
生
活
最
後
の
試

合
を
終
え
た
山
田
君
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

い
、
こ
れ
ま
で
の
歩
み
や
こ
れ
か
ら
の
目
標

に
つ
い
て
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

          

　
山
田
君
が
サ
ッ
カ
ー
を
始
め
た
の
は
小
学

校
１
年
生
の
と
き
。
最
初
は
野
球
を
や
る
つ

も
り
で
し
た
が
、
七
戸
小
学
校
で
は
４
年
生

に
な
ら
な
い
と
部
活
に
入
れ
な
か
っ
た
た
め
、

そ
れ
ま
で
の
つ
な
ぎ
と
し
て
ト
リ
ア
ス
七
戸

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ（
以
下
ト
リ
ア
ス
）に
入
団

し
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
両
親
の
知
り

合
い
が
ト
リ
ア
ス
の
コ
ー
チ
を
し
て
い
た
関

係
で
存
在
を
知
り
入
団
。
父
で
あ
る
典
郎
さ

ん
は
、
「
バ
ス
で
送
迎
し
て
く
れ
て
い
た
の

で
、
親
と
し
て
は
と
て
も
助
か
っ
た
。
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
良
い
環
境

で
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、

現
在
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
う
」
と
当
時
を

振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
一
時
は
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
を
掛
け
持
ち
し
、

ど
ち
ら
も
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

環
境
が
良
く
、
サ
ッ
カ
ー
を
選
ぶ
友
達
が
多

か
っ
た
た
め
、
サ
ッ
カ
ー
一
本
に
集
中
し
ま

し
た
。 

　
中
学
校
時
代
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

１
年
生
の
と
き
、
中
体
連
で
自
分
が
Ｐ
Ｋ
を

外
し
て
負
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
と
、
２
年
生

の
高
円
宮
杯
で
県
大
会
優
勝
し
た
こ
と
。
高

円
宮
杯
で
は
、
準
決
勝
で
オ
ウ
ン
ゴ
ー
ル
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
分
で
１
点
を
取

り
見
事
決
勝
進
出
。
決
勝
で
は
１
ゴ
ー
ル
２

ア
シ
ス
ト
を
記
録
す
る
な
ど
、
大
車
輪
の
活

躍
を
し
ま
し
た
。 

　
「
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
上

を
目
指
し
て
い
く
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
に

な
っ
た
の
は
小
学
校
４
年
生
の
と
き
に
青
森

県
選
抜
に
選
ば
れ
、
５
・
６
年
生
の
頃
は
県

選
抜
チ
ー
ム
と
い
う
高
い
レ
ベ
ル
に
身
を
お

け
た
こ
と
」
だ
と
山
田
君
は
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。 

        

　
「
全
国
大
会
で
準
優
勝
し
た
先
輩
た
ち
の

姿
を
見
て
、
全
国
優
勝
を
目
指
す
チ
ー
ム
で

レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
取
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
、
青
森
山
田
高
校
進
学
を
決
め
た
山
田
君
。

「
青
森
山
田
高
校
の
練
習
は
厳
し
か
っ
た
が
、 

の
り
お 

た
か
ま
ど
の
み
や
は
い 
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た
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の
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▲青森山田高校サッカー部で主将を務めた山田武典君 
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▲優勝したトリアスのメンバーと山田君 

サ
ッ
カ
ー
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
青
森
山
田
高
校
に
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
チ
ー

ム
の
下
部
組
織
で
プ
レ
ー
し
た
選
手
や
、
強

い
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
を
持
っ
た
選
手
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
選
手
が
全
国
か
ら
集
ま

っ
て
お
り
、
サ
ッ
カ
ー
観
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
監
督
が
教
え
る
サ
ッ
カ
ー
に
も
刺

激
を
受
け
、
青
森
山
田
高
校
の
２
部
チ
ー
ム

に
所
属
し
て
い
た
１
・
２
年
生
の
頃
に
は
、

多
く
の
試
合
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
環
境

に
あ
っ
た
の
が
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋
が
っ

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。 

　
青
森
山
田
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
部
員
数
は

１
１
３
名
（
平
成
26
年
１
月
８
日
現
在
）。 

                     

こ
の
中
で
、
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン

に
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
山
田
君
は
「
わ

か
ら
な
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
が
、
山
田

君
の
サ
ッ
カ
ー
を
見
守
っ
て
き
た
七
戸
サ
ッ

カ
ー
協
会
の
方
々
は
「
青
森
山
田
高
校
に
は

自
己
主
張
が
強
い
選
手
が
多
い
中
で
、
冷
静

に
周
り
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
良

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
キ
ャ
プ
テ
ン

を
務
め
た
こ
と
で
、
「
中
学
校
時
代
ま
で
は

あ
ま
り
自
分
か
ら
発
信
す
る
タ
イ
プ
の
人
間

で
は
な
か
っ
た
が
、
発
信
す
る
力
を
得
て
成

長
し
た
」
と
父
・
典
郎
さ
ん
は
話
し
ま
し
た
。 

        

　
選
手
権
最
後
の
試
合
で
は
、
「
実
力
の
半

分
程
度
し
か
出
せ
な
か
っ
た
。
も
っ
と
や
っ

て
お
け
ば
良
か
っ
た
」
と
後
悔
の
言
葉
を
口

に
し
た
山
田
君
。
「
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
に

進
学
し
て
プ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
目

標
」
と
、
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
七
戸
町
で
サ
ッ
カ
ー
を
頑
張
っ
て

い
る
子
ど
も
た
ち
に
向
け
、
「
七
戸
は
サ
ッ

カ
ー
を
す
る
環
境
が
県
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
。
高
い
目
標
に
向
か
っ
て
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
七
戸
町
か
ら
、
初
め
て
の
Ｊ

リ
ー
ガ
ー
を
目
指
す
山
田
君
の
今
後
の
活
躍

に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
フットサル大会でトリアス七戸が優勝！ 
 

 

 

 
フットサル大会でトリアス七戸が優勝！ 
 

 

 

 
フットサル大会でトリアス七戸が優勝！ 
 

　第36回U－12フットサル七戸大会が１月４日、５日の２日間、七戸町立体育館で行われ、トリアス七戸

サッカークラブU－12が優勝を飾りました。  

　大会には上十三地方をはじめ青森市、八戸市、むつ市、県外から盛岡市のサッカークラブの32チームが

参加。U－12（小学６年生以下）、U－11、U－10、U－９の４カテゴリーに分かれて熱戦が繰り広げられ

ました。  

　U－12の決勝戦はトリアスと野辺地サッカースポーツ少年団の対戦。トリアスは前半に２点を得点し、勝 

利をほぼ確信したかのように見えま

したが、後半連続２失点を喫し振り

出しへ。終了間際、素早いパスワー

クからワンチャンスを確実に得点し、

３対２で見事優勝を果たしました。  

　この日はサプライズで、先日まで

全国高校サッカー選手権大会に出場

していた青森山田高校の山田武典君

（トリアス出身）が会場に駆けつけ、

子どもたちのはつらつとしたプレー

に声援を送ってくれました。  

　大会に参加した選手たちは、高校

サッカーの最前線でプレーした選手

を間近にすることで、さらなる技術

向上を胸に誓っていました。  

 

▲青森山田高校の中心選手として活躍する山田君（写真提供：青森ゴール） 

 

山 田 武 典 君 も 声 援 ！  

大
学
、 

 
そ
し
て
Ｊ
リ
ー
グ
へ   
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「あおもり観光オブザイヤー」に 
　　　　　 七戸はやぶさPR隊が選出 
 

防災体制の堅持を 
　　　　　　  七戸町消防団出初め式 
 

交通安全を願って　　　　　　　　 
城南児童館で餅つき大会 

 

新任民生委員児童委員 　　　 
３名に委嘱状 

 

 

 
 
 
 
　七戸町消防団（金見一雄団長）は１月５日、天間林
体育館周辺で出初め式を行いました。 
　式には、13分団から団員約250名が参加し、小又町
長が観閲した後、金見団長を先頭に堂々の分列行進を
行いました。 
　続いて天間林体育館で開かれた式典では、小又町長
が「これまで以上に心身を鍛練し、盤石の防災体制を
堅持してほしい」と式辞を述べました。また、金見団
長から「安全で住み良い地域づくりのために努力して
ほしい」と訓示があり、団員は今年の防災活動に向け
て士気を高めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　七戸はやぶさPR隊（菅岡哲郎隊長）は昨年12月19
日、あおもり観光デザイン会議が選ぶ「あおもり観光
オブザイヤー」で表彰を受け、同27日に町長に受賞
を報告しました。 
　七戸はやぶさPR隊は、2010年の結成以来、緑色の
全身タイツとはやぶさをかたどったかぶり物で県内外
のイベントに参加。七戸町や七戸十和田駅の知名度向
上に取り組み、2013年には七戸十和田駅に念願のは
やぶさを「止める」ことに成功したとして高く評価さ
れました。菅岡隊長は「2014年も止まることなく走
り続けます」と抱負を語りました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　七戸地区交通安全協会（濱田竹美会長）は９日、城
南児童館で交通安全餅つき大会を行い、児童や保護者、
交通安全団体の会員など約100名が参加しました。 
　児童たちは、七戸警察署の松田交通課長から交通安
全についての講話を聞いた後、餅つきに挑戦。大人の
力を借りながら餅つきを体験し、つきたての餅を雑煮
やきな粉で味わいました。また、信号機に見立てた３
色の餅を使って繭玉づくりを行い、交通安全の願いを
込めていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
　平成25年12月１日、民生委員児童委員一斉
改選により厚生労働大臣から新たに３名が任
命され、町長から委嘱状が伝達されました。 
　委嘱状の伝達を受けたのは、作田誠さん、
塚尾美代子さん、鳥谷部武男さん。民生委員
は地域住民の福祉支援をするボランティアで、
また、子どもに関わる問題相談を担当する児
童委員も兼ねています。秘密は守られますので、
どんな小さな困りごとでもお気軽にご相談く
ださい。 
　七戸地区　城内（中）、上町、太田野、袋町
は現在欠員中です。欠員地区の相談について
は社会生活課へお問い合せください。 

 
 

 

▲つきたての餅をおいしそうに味わう児童 

 

▲2014年も飛躍を誓う七戸はやぶさPR隊 

 

▲堂々とした分列行進を見せる消防団員 

 

作田　誠　氏 

 

荒熊内・大沢 

 

塚尾美代子氏 

 

新町(上)  

 

鳥谷部武男氏 

鳥谷部、栄、 

向中野、手代森、

諏訪、原久保 
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　南部氏にゆかりのある９市町で交流を行っている「平
成・南部藩」の事業の一環として１月９日、岩手県遠野
市の本田敏秋市長が七戸町の一日領主を務めました。 
　課長級職員を集めて行った臨時庁議では、小又町長か
らの歓迎のことばに続き、似鳥副町長から町の概要につ
いて説明を行いました。また、本田市長からは、遠野市
で行われている政策などについての講話のほか、児童交
流や七戸町から遠野高校に進学し、サッカー部で活躍し
た生徒が多いことなどに対して感謝の言葉をいただきま
した。 
 
　 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
　12月26日、七戸町社会福祉協議会（　中幾治郎会長）が「子
ども福祉体験スクール2013冬」を開催し、町内の小中高生10
名が参加しました。 
　この日は、青森市にある青森県視覚障害者情報センターで点
字の書き方や読み方を学んだ後、ゆうずらんどで手話に挑戦し
ました。はじめに、あいさつなどの基本的な表現を学んだほか、
ひらがな１文字を指で表す指文字を習得し、指文字で自己紹介
をしていました。最後は歌に合わせた手話を学び、福祉に対す
る理解を深めていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

点字や手話を体験 
　　　   子ども福祉体験スクール 2013 冬 
 

平成・南部藩一日国替え事業　　　 
遠野市長が一日領主に 

 

 

▲手話での歌に挑戦する参加者 

 

▲臨時庁議で遠野市と七戸町のつながりについて話す本田市長 
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国民年金保険料の一部免除が承認された期間の保険料納付について 
　国民年金保険料の一部免除制度は「一部納付が必要な保険料」を納付しないと、免除期間ではなく「未納

期間」となります。せっかくお手続きをされた期間ですので、「一部納付が必要な保険料」の納付をお願い

いたします。 

 

例えば保険料を１カ月分全額納付した場合の年金額に対して、一部納付した

場合と比較すると、次のようになります。（１カ月分での比較です。） 

 

全 額 納 付（15,040円）➡　全額納付の場合の年金額 
４分の３免除  （3,760円）➡　８分の５が年金額へ反映 
半 額 免 除  （7,520円）➡　４分の３が年金額へ反映 
４分の１免除（11,280円）➡　８分の７が年金額へ反映 

 

※お手元に納付書がない場合やご不明な点は青森年金事務所（☎017－734－7499）までご連絡ください。 
 
 

２月の移動年金相談日　２月26日（水）　野辺地町中央公民館　午前10時から午後３時 
 

完全予約となっていますので、予約を忘れずに。 
 

○予約及び問合せ先 

青森年金事務所☎017－734－7498　町民課☎68－2115　庶務課☎62－2111 
 

 

 
 

 

 

 
 

     

世
界
遺
産
登
録
へ
の 
 

諸
課
題 
 

　
二
ツ
森
貝
塚
の
遺
跡
面
積
は
約
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
す
が
、
国
の
史
跡
指
定
を
受
け
て
い
る

面
積
は
約
10
分
の
１
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
文

化
庁
か
ら
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
、
未
指
定

地
を
史
跡
に
す
る
た
め
の
対
応
を
行
う
よ
う

に
強
い
要
望
を
受
け
て
い
ま
す
。 

　
未
指
定
地
の
ほ
と
ん
ど
は
民
有
地
で
、
畑

な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
縄
文
時
代
の
人
た
ち
が
残
し
た
生
活
の

跡
が
現
在
も
破
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
対

応
を
一
刻
も
早
く
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。 

　
次
に
、
世
界
遺
産
の
登
録
に
向
け
て
、
今

後
ど
の
よ
う
に
保
存
管
理
し
て
い
く
か
、
と

い
う
計
画
書
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
併
せ
て

「
二
ツ
森
貝
塚
保
護
条
例
（
仮
称
）」
な
ど
も

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
文
化
庁

か
ら
「
万
全
な
保
護
措
置
」
を
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

　
同
時
に
、
「
二
ツ
森
貝
塚
」
の
保
存
管
理

体
制
の
整
備
と
運
営
も
必
要
と
な
っ
て
き
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
地
域
住
民
な
ど
と
行
政

の
連
携
し
た
管
理
体
制
組
織
の
立
ち
上
げ
で

す
。
世
界
遺
産
に
な
る
前
か
ら
、
適
切
な
保

存
管
理
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か

ら
で
す
。 

　
さ
ら
に
細
か
く
言
う
と
、
案
内
板
の
設
置

や
展
示
施
設
の
確
保
、
駐
車
場
の
整
備
、
案

内
ガ
イ
ド
の
確
保
と
育
成
な
ど
、
課
題
は
ま

だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。 

　
世
界
遺
産
登
録
は
、
登
録
さ
れ
る
こ
と
が

ゴ
ー
ル
で
あ
る
か
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り

が
ち
な
人
が
多
い
の
で
す
が
、
登
録
さ
れ
る

こ
と
は
新
た
な
文
化
財
保
護
の
ス
タ
ー
ト
で

も
あ
る
の
で
す
。 

　
現
在
、
18
の
遺
跡
（
構
成
資
産
）
で
世
界

文
化
遺
産
登
録
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
と
事
情
を
抱
え
、
課
題
解
決
を
探
り
な
が

ら
作
業
を
し
て
い
ま
す
。 

　
世
界
遺
産
登
録
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

地
域
に
残
る
歴
史
や
文
化
財
を
大
切
に
す
る

気
持
ち
を
持
ち
、
誇
り
に
思
う
気
持
ち
か
ら

始
ま
る
の
で
す
。 

 

（
世
界
遺
産
対
策
室
　
登
録
推
進
係
） 

    

二ツ森貝塚の範囲と史跡指定地の位置図 

史跡範囲 

遺跡範囲 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 

 

世
界
遺
産
シ
リ
ー
ズ
９ 
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　七戸町では、高齢者のみの世帯、障害のあるかたのみの世帯で、業者などに依頼した除排雪（屋根の雪下

ろしなど）費用の一部を助成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○申請・問合せ先　健康福祉課　☎68－3500 
 
 

 

 

　お子さんの出生や転入などにより児童手当等を受けるためには、15日以内に各種手続きが必要となります

のでご注意ください。 

例 ①お子さんが生まれたとき（二人目以降のお子さんが生まれた場合含む） 

　 ②七戸町へ転入、七戸町から転出するとき（お仕事の都合などで保護者だけ七戸町に転入された場合含む） 

　 ③公務員になったとき、公務員でなくなったとき 

　なお、６月分以降の児童手当などを受ける場合も、現況届（毎年６月に提出）が必要となります。これら

の手続きが遅れると、手当を受けることができなくなりますので、忘れずに期限内に提出してください。 

 

○問合せ先　社会生活課　児童福祉係　☎68－2114 

 

 

 

【対象世帯】　 

（1）高齢者のみの世帯 

　・概ね75歳以上の方のみで構成されている世帯（年

　　齢について平成26年３月31日現在の年齢とし

　　ます） 

（2）障害のあるかたのみの世帯 

　・身体障害者手帳１級・２級・３級（３級につい

　　ては視覚障害または内部障害に限る）、愛護手

　　帳Ａ、精神保健福祉手帳１級の方のみの世帯 

（3）前各号に掲げる者のみの世帯 

（4）前号に掲げるもののほか、町長が特に必要と認

　  めた世帯 

 

（1）～（4）に該当する世帯で、次のすべてに該当する

世帯が対象です。 

○町内に住所を有し、一戸建て住宅に居住 

○町民税非課税世帯又は均等割のみ課税世帯 

○町内に18歳を超える子・孫及び配偶者が居住して

　いないこと 

 

【対象になる除雪の範囲】 

　屋根の雪下ろし、軒下の除排雪など 

 

【助成対象となる除排雪業者等】 

　事業者（町内に事業所がある業者）、団体、個人

となります。ただし、個人のうち「親族」が実施し

た場合は助成対象外です。 

 

【支給額】 

　除排雪費用の半額（今年の冬のみ25,000円を限度、

限度額に達するまで申請可能）の助成を予定してい

ます。（支給は、３月下旬を予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申請の流れ】 

　助成申請に当たっては、対象者であることを確認

するため、事前登録申請が必要となります。（事前

登録は、除排雪実施後に対象者でないことが判明す

ることを防ぐために行います。） 

 

【申請期間】 

　２月３日（月）から３月31日（月）まで  

（※土・日・祝日は受付していません） 

 

【申請に必要なもの】 

　▼事前登録申請 

　　・事前登録申請書 

　　・印鑑（認印） 

　　・申請者本人の口座情報がわかるもの　 

　　・障害者手帳（お持ちの方） 

　▼助成金の交付申請 

　　・助成申請書（事前登録で対象決定となった場

　　　合に郵送します。） 

　　・除排雪に要した費用の領収書など　 

　　・除排雪前後の写真 

 

【費用助成の対象外】 

　次の項目に該当する場合は、助成の対象外となります。 

　・生活保護世帯　　 

　・個人のうち、親族が実施した除排雪費用 

　・居住していない建物の除排雪費用（空き家、店

　　舗など） 

　・車庫、物置、小屋のみの除排雪費用 

　・自力で除排雪作業ができると認められる世帯や

　　親族、近隣の協力により除排雪作業ができると

　　認められる世帯 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 

 

 

 
 

除雪費用の一部助成対象者の受付をします 除雪費用の一部助成対象者の受付をします 

児童手当制度で必要となる手続きのお知らせ 児童手当制度で必要となる手続きのお知らせ 
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保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

◎
平
成
26
年
度  

集
団
健
診
の
申
込
み
に
つ
い
て 

　 　
平
成
26
年
度
に
実
施
す
る
集
団
健

診
の
申
込
み
を
受
付
し
ま
す
。 

　
申
込
案
内
書
を
、
２
月
中
旬
に
各

世
帯
へ
送
付
し
ま
す
の
で
、
同
封
し

た
申
込
書
に
記
入
の
う
え
、
返
送
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

　
健
康
維
持
の
た
め
一
年
に
一
回
、

特
定
健
診
と
が
ん
検
診
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。 

 

集
団
健
診
の
種
類
と
対
象
者 

◎
総
合
健
診 

（
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー
・
柏
葉
館
） 

　
対
象
者
　
20
歳
以
上 

 

◎
七
戸
病
院
人
間
ド
ッ
ク 

　
対
象
者
　
30
歳
以
上
69
歳
以
下 

 

　
ど
ち
ら
か
一
方
を
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。 

　
た
だ
し
、
性
別
、
医
療
保
険
の
種

類
等
に
よ
り
受
診
で
き
な
い
検
査
項

目
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
留
意
く
だ

さ
い
。 

申
込
期
限
　
３
月
20
日（
木
） 

 

　 

 

◎
成
人
風
し
ん
予
防
接
種 

費
用
助
成
の
お
知
ら
せ 

 

　
町
で
は
妊
婦
の
夫
、
妊
婦
の
同
居

家
族
、
20
〜
40
代
の
妊
娠
可
能
な
女

性
の
方
を
対
象
に
、
予
防
接
種
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
　 

　
助
成
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
保
険
証
、
母
子
健
康
手

帳
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

  

◎
借
金
と
こ
こ
ろ
の 

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ 

 

　
弁
護
士
、
司
法
書
士
、
精
神
保
健

福
祉
士
、
保
健
師
な
ど
の
相
談
員
が

チ
ー
ム
で
、
借
金
の
相
談
及
び
心
の

ケ
ア
や
生
活
再
建
に
向
け
た
様
々
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。 

日
　
程
　
２
月
８
日（
土)  

会
　
場
　
十
和
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー  

時
　
間
　
午
後
１
時
〜
３
時 

問
合
せ
　
青
森
り
ん
ご
の
会 

（
青
森
多
重
債
務
被
害
等
を
な
く
す
会
）  

☎
０
１
７
ー
７
１
８
ー
３
７
９
２ 

     

　 

 

◎
七
戸
中
学
校 

乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験 

 

　
七
戸
中
学
校
３
年
生
89
名
は
、
11

月
12
日
か
ら
14
日
の
３
日
間
、
城
南
・

明
照
・
城
北
保
育
園
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
、
乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験

を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
参
加
し
た
生
徒
た
ち
で

し
た
が
、
戸
惑
い
な
が
ら
も
一
緒
に

遊
ん
だ
り
、
お
母
さ
ん
に
教
え
て
も

ら
っ
て
抱
っ
こ
を
し
た
り
、
一
生
懸

命
取
り
組
み
ま
し
た
。 

　
今
回
の
体
験
は
命
の
大
切
さ
や
育

児
の
大
変
さ
、
そ
し
て
親
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
を
考
え
る
と
て
も
有

意
義
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。 

              

★
生
徒
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

・
目
を
合
わ
せ
た
り
、
話
し
か
け
た

　
り
す
る
と
笑
っ
て
く
れ
て
う
れ
し

　
か
っ
た
で
す
。
最
後
に
、
保
育
士

　
さ
ん
が
親
へ
の
感
謝
が
大
切
だ
と 

　
言
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
私

　
も
大
切
に
育
て
て
も
ら
っ
た
こ
と

　
を
忘
れ
ず
に
生
き
た
い
で
す
。
私 

　
も
お
母
さ
ん
に
な
っ
た
ら
、
子
ど

　
も
を
し
っ
か
り
と
育
て
た
い
で
す
。 

　
　
（
女
子
生
徒
） 

・
「
い
な
い
　
い
な
い
　
ば
あ
」
を

　
や
る
と
笑
う
。
赤
ち
ゃ
ん
っ
て
温

　
か
い
。
小
指
を
出
す
と
握
っ
て
く

　
れ
る
。
ふ
れ
あ
っ
て
み
て
初
め
て

　
わ
か
り
ま
し
た
。
　
（
男
子
生
徒
） 

               

・
お
母
さ
ん
方
は
、
毎
日
疲
れ
て
眠

　
く
て
も
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に

　
頑
張
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
う
れ

　
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
そ
う

　
で
す
。
体
験
し
て
み
て
、
親
の
苦

　
労
が
改
め
て
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
（
女
子
生
徒
） 

・
小
さ
い
子
は
好
奇
心
が
強
く
、
い

　
ろ
い
ろ
な
も
の
で
遊
ぶ
こ
と
が
わ

　
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
し
つ
け
が

　
と
て
も
大
変
で
、
親
た
ち
が
自
分

　
に
毎
日
し
て
く
れ
た
と
思
う
と
あ

　
り
が
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
今
後
生

　
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

（
男
子
生
徒
） 

           

 
              

 
 
 
 
 
 
 

▲緊張しながらも赤ちゃんをあやす生徒 

▲慣れない手つきですが、楽しく遊びました 

献 血 の お 知 ら せ   
 

 

 

 

実　施　日　2月21日（金） 

時間・場所　午前９時30分～11時　　　 上北地方福祉事務所 

　　　　　　午後12時30分～１時30分　独立行政法人奥羽牧場 

　　　　　　午後２時～４時　　　　　  公立七戸病院 

 

 
 

　献血は、健康であれば最も身近にできるボランティア

です。多くの方のご協力をお願いします。   
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上十三保健所健康相談等日程 
 

＊利用される方は受付時間を厳守してください。 

　また、なるべく事前に予約をしてご利用ください。 
 

〈場　所〉　上十三保健所　〈問合せ〉　☎23－4261 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＊HIV（エイズ）、B型及びC型肝炎検査、精神保健関係のご相談
　は予約をしてご利用ください。 
＊HIV（エイズ）、B型及びC型肝炎検査の結果は、2週間後に来
　所していただいて説明いたします。 

 
 
 
 

 

 

 

ノロウイルス 
食中毒にご注意ください 
 
　ノロウイルスによる感染性胃腸炎が多発
しています。ノロウイルスは、主に汚染さ
れた食品を食べることによって感染しますが、
患者の便やおう吐物から二次感染し、大規
模な集団感染につながることもあります。 
 
予防の基本は手洗いです！ 
　一般に手指の消毒用のアルコールや逆性
石けん液（消毒薬）は、ノロウイルスには
あまり効果がありません。 
　食事や調理の前、トイレの後は、石けん
でしっかり手を洗いましょう！特に、汚れ
が残りやすい指先、指の間、親指周り、手
首はしっかり洗いましょう。 

 

 

月　日 
2．  4（火） 
2．18（火） 
2．  4（火） 
2．18（火） 

2．  4（火） 
2．18（火） 
 
 
2．18（火） 
 
 
 
2．26（水） 
 
 
2．19（水） 
 

種 　 別  

結核接触者健診 

ＨＩＶ(エイズ) 
に関する相談 

Ｂ型及びＣ型 
肝炎検査 

 
 
女性健康相談 
 
 
 
療育相談 
 
 
精神保健福祉相談 
 
 
 
 
 
 

受 付 時 間  

 9：00～11：00 
 

13：00～14：00 
 

13：00～14：00 
 
 

10：00～10：30 
 

初めての方 
10：30～11：00 
2回目以降の方 
9：30～10：30 

13：00～14：00 

 

対 象 な ど  

結核患者接触者 
 
希望者 

県内市町村に住所を有
し、過去に検査を受け
たことがない希望者 
思春期から更年期まで
の心身の健康や、不妊
に関する一般的な相談
を希望する方 
 

発達が心配な乳幼児 
 

精神・神経・飲酒などの 
相談 
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大
池
　 

黎 

君
（
七
戸
中
学
校
３
年
）
が 

青
森
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
で
初
優
勝
！ 

大
池 
唯
華 

さ
ん
（
七
戸
高
校
１
年
）
は 

惜
し
く
も
頂
点
を
逃
す 

れ
い 

ゆ
う
か 

▲堂々とした滑りを見せる大池唯華さん 

（写真提供：デーリー東北新聞社１月13日・14日掲載） 

▲果敢に攻める大池黎君 

        

　
第
64
回
青
森
県
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
が
１

月
12
日
、
13
日
に
大
鰐
町
の
大
鰐
温
泉
ス
キ

ー
場
で
開
催
さ
れ
、
男
子
回
転
競
技
で
七
戸

中
学
校
３
年
の
大
池
黎
君
が
初
の
頂
点
に
輝

き
ま
し
た
。
大
池
君
は
、
得
意
の
回
転
競
技

で
２
本
と
も
ラ
ッ
プ
を
奪
う
活
躍
を
見
せ
、

「
２
月
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
で
は
さ
ら
に

上
を
目
指
せ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
」
と
飛

躍
を
誓
い
ま
し
た
。 

▼
七
戸
中
ス
キ
ー
部
東
北
大
会
出
場
者 

女
子
：
佐
々
木
涼
名（
３
年
）、
西
野
こ
こ
ろ
、

　
　
　
小
島
　
瑳
希（
１
年
）、 

               

        

男
子
：
大
池
　
　
黎
、
三
上
　
朋
也（
３
年
）、

　
　
　
小
島 

須
王（
２
年
） 

 

　
ま
た
、
第
66
回
青
森
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

が
同
日
、
同
会
場
に
て
行
わ
れ
、
七
戸
高
校

１
年
の
大
池
唯
華
さ
ん
が
ト
ッ
プ
と
０
秒
25

差
の
２
位
で
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し
ま
し
た
。

小
学
校
か
ら
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
東
奥
義
塾

高
校
の
佐
藤
春
香
さ
ん
に
優
勝
を
奪
わ
れ
た

大
池
さ
ん
で
し
た
が
、
「
次
の
大
会
で
は
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。 
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《
俳
　
句
》 

横
座
な
き
世
と
な
り
佗
し
去
年
今
年 

山
田
慶
子 

神
木
の
杉
の
穂
先
に
初
明
り 

瀬
川
翠
蛙 

風
情
な
き
部
屋
に
ほ
の
ぼ
の
初
明
り 

駒
ヶ
嶺
峯 

初
明
り
ほ
ん
の
り
朱
き
空
の
雲 

新
田
純
治 

掛
軸
の
天
照
神
に
御
慶
か
な 

　
工
藤
敦
子 

初
明
り
拝
し
て
先
づ
は
御
礼
膳 

簗
場
恭
子 

  

《
川
　
柳
》「
帽
　
子
」 

山
々
の
帽
子
が
赤
く
色
付
い
て 

征
治 

帽
子
好
き
心
得
て
い
る
時
と
場
所 

花
子 

目
出
し
帽
白
息
吐
い
て
寒
の
入
り 

正
十
四 

文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 

【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

お知らせ   2月15日（土）10時から、中央公民館大ホールにて「冬のおはなし会」を開催しますので、ぜひご参加ください。 

 

 

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

後
遺
症
残
り
し
右
手
揉
み
解
し 

　
　
　
一
日
最
後
の
日
記
書
き
終
ゆ 

沢
橋
美
沙 

 

孫
達
と
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
の
テ
レ
ビ
見
て 

　
　
　
一
番
先
に
わ
れ
の
臥
る
る 中

村
ゆ
き 

 

師
走
く
る
仕
事
に
追
わ
れ
今
日
も
ま
た 

　
　
　
朝
早
く
よ
り
老
に
む
ち
打
つ 

瀬
川
翠
蛙 

 

健
康
の
過
信
を
戒
め
ら
る
る
ご
と 

　
　
　
乳
が
ん
告
知
受
け
し
冬
ぞ
ら 

橋
本
都
志
子 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

幾
度
も
子
に
待
た
れ
て
は
き
ざ
は
し
を 

　
　
　
や
っ
と
こ
の
ぼ
る
奥
の
院
へ
と 

高
田
洋
子 

 

茅
葺
の
古
き
お
寺
の
み
仏
に 

　
　
　
思
は
ず
知
ら
ず
掌
合
は
す 佐

藤
悠
一 

 

西
日
さ
す
廊
下
に
老
い
は
飯
支
度 

　
　
　
せ
む
と
せ
か
せ
か
車
椅
子
こ
ぐ 

原
信
子 

 

い
く
ば
く
か
愁
ひ
を
胸
に
秘
め
な
が
ら 

　
　
　
つ
ら
ら
溶
け
出
す
春
を
ば
待
た
む 

哘
崎
ア
イ
子 

■２月の休館日…11日（火）、 
　　　　　　　　21日（金）～27日（木）※蔵書点検のため 
■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

こ
や 

て
の
ひ
ら ま

ま 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

はなとゆめ 

天使の柩 

ブナの息吹、森の記憶 
－世界自然遺産白神山地 

「粗食」のきほん 
－ごはんと味噌汁だけ、あればいい－ 

クロスステッチで楽しむ和の模様 
－市松、千鳥、格子、花菱など可愛くて美しい伝統文様76－ 

ユーミンの罪 

やなせたかし大全 

赤ちゃんがいる家の収納＆インテリア 
－狭くても収納スペースがなくてもスッキリ！－ 

はやくちまちしょうてんがい 
はやくちはやあるきたいかい 

ふわふわ 
－白鳥たちの消えた冬－ 

等　一般書　41冊　児童書　14冊 
（12/11～1/10　登録分） 

書 名  

アベノミクスとTPPが創る日本 

中村勘三郎最期の131日 
－哲明さんと生きて－ 

鴨川食堂 

自分では気づかない、 
ココロの盲点 

シルバー川柳　一期一会編 
－笑いあり、しみじみあり－ 

「わさビーフ」したたかに笑う。 
－業界３位以下の会社のための商品戦略－ 

さかなクンの 
あいうえお魚くいずかん 

おばけのこわ～いなぞなぞ 
超スペシャル 

んふんふ　なめこ絵本 
－みんなのおうち－ 

あしってエラい！ 

一般書　10冊　児童書　7冊 
（1/1～1/31　購入分） 

著 者 名  

冲 方 　 丁  

村 山 由 佳  

根 深 　 誠  

佐藤初女、幕内秀
夫、冨田ただすけ 

遠 藤 佐絵子 

酒 井 順 子  

やなせたかし 

 

内田かずひろ（絵） 
林　　木林（作） 

中山　聖子（著） 
尾崎　眞吾（画） 

 

著 者 名  

浜 田 宏 一  

波 野 好 江  

柏 井 　 壽  

池 谷 裕 二  

みやぎシルバーネット編 
河出書房新社編集部編 

浜 畠 　 太  

さ か な ク ン  
（作・絵） 

やまざきロバ（作） 
森のくじら（絵） 

河合真吾（キャラクター原案） 
トモコ＝ガルシア（絵） 

中川ひろたか（文） 
大島　妙子（絵） 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

催
し
な
ど

催
し
な
ど 

催
し
な
ど 

中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館 

図
書
室
の
休
館
に
つ
い
て 

　
中
央
図
書
館 

☎
６
２-

２
１
１
９   

平
和
講
演
会
の
お
知
ら
せ 

し
ち
の
へ
九
条
の
会 

 

☎
６
２-

５
８
２
０   

平
成
26
年
度
　
奨
学
資
金 

貸
付
事
業
の
お
知
ら
せ 

学
務
課 

☎
６
２-

９
７
０
１   

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に 

加

入

し

ま

せ

ん

か

？ 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県
支
部 

 

☎
０
１
７-

７
８
２-

６
９
８
４   

近
隣
国
に
お
け
る
鳥
イ
ン
フ
ル 

エ
ン
ザ
の
発
生
に
つ
い
て 

上
北
地
域
県
民
局
林
業
振
興
課 

 

☎
２
４-

３
３
７
９ 

 

農
林
課 

☎
６
８-

２
１
１
６    

日
赤
七
戸
町
分
区
よ
り 

お

知

ら

せ

 

社
会
生
活
課 

☎
６
８-

２
１
１
４  

       

　
２
月
21
日（
金
）か
ら
２
月
27
日（
木
）

ま
で
の
７
日
間
、
蔵
書
点
検
作
業
の
た

め
中
央
図
書
館
・
中
央
公
民
館
図
書
室

と
も
に
休
館
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、

閲
覧
・
貸
出
な
ど
、
図
書
館
・
図
書
室

の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。 

　
蔵
書
点
検
は
、
所
蔵
デ
ー
タ
と
図
書

資
料
の
所
在
が
一
致
す
る
よ
う
点
検
し
、

正
確
な
資
料
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
年
１
回
行
う
大
事
な
作
業
で

す
。 

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
は
ご
不
便
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。 

     

　
町
で
は
、
大
学
や
短
大
な
ど
へ
の
進

学
を
支
援
し
、
人
材
育
成
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
奨
学
資
金
を
貸
し
付
け
し
て

い
ま
す
。 

貸
付
金
額
に
つ
い
て 

入
学
一
時
金
　
50
万
円
以
内 

（
平
成
26
年
４
月
に
１
回
の
み
） 

月
　
　
　
額
　
４
万
円
以
内 

（
平
成
26
年
４
月
か
ら
正
規
の
修
学
期
間
） 

※
専
門
学
校
は
入
学
一
時
金
の
み
（
平

　
成
26
年
４
月
に
１
回
の
み
） 

奨
学
金
貸
付
申
請
に
必
要
な
書
類 

①
奨
学
資
金
貸
付
申
請
書
（
学
務
課
に

　
あ
り
ま
す
） 

②
合
格
通
知
書
ま
た
は
入
学
許
可
証
の

　
写
し
　 

　
※
在
学
し
て
い
る
方
は
在
学
証
明
書 

③
所
得
証
明
書
（
世
帯
全
員
分
） 

④
住
民
票
（
世
帯
全
員
分
） 

⑤
成
績
証
明
書
（
最
終
卒
業
学
校
発
行

　
の
も
の
） 

受
付
期
間
　
３
月
10
日（
月
）ま
で 

貸
付
が
決
定
し
た
場
合 

　
貸
付
決
定
は
４
月
上
旬
、
郵
便
に
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

      

　
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
の
団
体
活
動
に
最
適
な
保
険

で
す
。
５
名
以
上
の
団
体
で
ご
加
入
く

だ
さ
い
。 

対
象
と
な
る
事
故 

　
団
体
活
動
中
の
事
故
、
往
復
中
の
事

故
（
自
動
車
事
故
に
よ
る
賠
償
責
任
は

適
用
外
） 

補
償
内
容 

　
傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
後
遺
障

害
、
死
亡
）
賠
償
責
任
保
険
、
突
然
死

葬
祭
費
用
保
険 

保
険
期
間  

　
平
成
26
年
４
月
１
日
午
前
０
時
か
ら 

平
成
27
年
３
月
31
日
午
後
12
時
ま
で 

加
入
受
付
期
間 

　
平
成
26
年
３
月
１
日
か
ら
平
成
27
年

３
月
30
日
ま
で 

掛
　
　
金 

　
１
人
当
た
り
年
額 

８
０
０
円
〜
１
万
１
千
円 

　（
年
齢
、
活
動
内
容
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
） 

※
加
入
依
頼
書
は
七
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振

　
興
課
に
あ
り
ま
す
。 

       

　
平
成
25
年
12
月
８
日
、
18
日
及
び
平

成
26
年
１
月
17
日
に
か
け
て
、
中
国
と

韓
国
国
内
で
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

生
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　
疑
い
が
あ
る
鳥
の
大
量
死
を
発
見
し

た
場
合
は
、
む
や
み
に
近
づ
い
た
り
触

れ
た
り
せ
ず
、
上
北
地
域
県
民
局
林
業

振
興
課
ま
た
は
七
戸
町
役
場
農
林
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
当
該
国
か
ら
帰
国
し
て
10
日

以
内
に
体
調
の
悪
化
（
発
熱
や
咳
な
ど

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状
）
を
感
じ

た
場
合
は
、
速
や
か
に
最
寄
り
の
保
健

所
に
連
絡
後
、
医
療
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

 

    

　
赤
十
字
を
支
え
る
あ
な
た
の

”ち
か

ら
“
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
２
月
１
日（
土
）

か
ら
２
月
28
日（
金
）ま
で
の
１
カ
月
間

を
「
強
調
月
間
」
と
し
、
社
員
・
社
費

募
集
活
動
の
強
化
と
積
極
的
な
広
報
活

動
を
展
開
し
ま
す
。 

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
く

社
費
は
、
災
害
救
助
活
動
、
血
液
事
業
、

社
会
福
祉
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
町
の
事
業
で
は
、
赤
十
字
奉
仕
団
の

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
、
赤
十
字
Ｐ
Ｒ
活

動
（
し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り
、
児
童
館
ま

つ
り
）
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
社
費
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

         

演
題
　「
不
思
議
に
命
長
ら
え
て
」 

〜
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
体
験
〜 

講
師
　
天
間
　
松
雄
　
氏 

日
時
　
２
月
８
日（
土
）午
後
２
時
〜
４
時 

場
所
　
南
公
民
館 

主
催
　
し
ち
の
へ
九
条
の
会 
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募

集

募

集

 

募

集

 七戸病院からのお知らせ 

七戸病院  ☎62－2105 
（七戸町字影津内98-1） 

 

外来休診日のお知らせ 

 

○耳鼻科　２月14日（金） 

     

日
　
時
　
３
月
15
日（
土
）、
16
日（
日
） 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
ぎ
ん
な
ん
寮 

（
直
売
所
ハ
ン
ズ
及
び
大
温
室
周
辺
） 

販
売
品 

　
園
芸
商
品 

　
　
…
鉢
花
各
種
、
洋
ラ
ン
、
観
葉
植

　
　
　
物
、
山
野
草
ほ
か 

　
加
工
商
品 

　
　
…
ハ
ム
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
ほ
か 

　
喫
　
　
茶 

　
　
…
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ラ
イ
ハ
ー

　
　
　
ブ
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
ほ
か 

　
出
店
協
力 

　
　
…
市
町
村
特
産
品
、
福
祉
施
設
生

　
　
　
産
物 

※
当
日
お
持
ち
帰
り
に
限
り
、
園
芸
商

　
品
２
割
引
、
加
工
商
品
１
割
引 

催
　
事 

・
先
着
１
０
０
名
に
鉢
花
か
骨
付
き
フ

　
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト 

・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
セ
ー
ル
（
観
葉
植
物

　
な
ど
）
正
午
〜 

　
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
（
鉢
花
、
ハ
ム
、

　
出
店
業
者
商
品
）
午
前
・
午
後
各
１

　
回 

・
春
彼
岸
用
切
り
花
２
割
引 

・
抽
選
会
　
な
ど 

  

     

日
　
　
時
　
３
月
８
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
開
場
　
午
後
２
時 

　
　
　
　
　
　
開
演
　
午
後
３
時 

場
　
　
所
　
三
沢
市
公
会
堂
大
ホ
ー
ル 

入

場

料
　
無
料
（
要
入
場
券
） 

演
奏
曲
目
（
予
定
） 

　
第
１
部 

　
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
＆ 

ラ
イ
ト
ク
ラ
シ
ッ
ク
」 

　
「
こ
う
も
り
序
曲
」 

　
　
作
曲
　
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス 

ほ
か 

　
第
２
部 

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
集
」 

　
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・ 

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
マ
ー
チ
」 

　
「
北
部
航
空
音
楽
隊
委
嘱
作
品
」 

　
　
作
編
曲
　
今
泉
千
絵
（
世
界
初
演
） 

ほ
か 

応
募
方
法 

　
往
復
ハ
ガ
キ
の
往
信
裏
面
に
、
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
入

場
希
望
人
数
（
１
枚
で
２
名
ま
で
）
及

び
応
募
の
き
っ
か
け
を
、
返
信
表
面
に

抽
選
結
果
発
送
先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
を
明
記
の
上
、
〒
０
３
３-

８
６

０
４
航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊
定

期
演
奏
会
係
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。
抽
選
結
果
は
返
信
ハ
ガ
キ
の
郵
送

（
２
月
下
旬
）
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

応
募
締
切
　
２
月
14
日（
金
）消
印
有
効 

注
意
事
項 

・
公
会
堂
に
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん 

・
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い 

・
申
し
込
み
ハ
ガ
キ
に
不
備
が
あ
る
場

　
合
は
返
送
で
き
ま
せ
ん 

          

　
公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ

と
貢
献
基
金
法
人
で
は
、
県
内
に
お
け

る
個
人
、
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業

な
ど
が
地
域
の
発
展
、
地
域
貢
献
に
資

す
る
た
め
に
地
域
資
源
を
活
用
・
創
造

す
る
活
動
や
、
健
康
増
進
、
医
療
、
福

祉
、
環
境
に
関
連
す
る
活
動
に
対
し
、

必
要
な
費
用
を
助
成
し
て
い
ま
す
。 

募
集
期
間
　
４
月
１
日（
火
）〜 

６
月
30
日（
月
） 

応
募
方
法
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請

　
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

　
を
記
入
し
て
財
団
事
務
局
へ
送
付
し

　
て
く
だ
さ
い
。 

助
成
金
額
　
必
要
費
用
以
内
で
１
０
０

　
万
円
ま
で 

 

     

　
平
成
26
年
４
月
入
校
生
の
普
通
課
程

（
若
年
者
コ
ー
ス
）
追
加
募
集
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。 

訓
練
科
名
及
び
募
集
定
員 

　
電
気
工
学
科
　
　
　
６
名 

　
環
境
土
木
工
学
科
　
17
名 

訓
練
期
間 

　
平
成
26
年
４
月
〜
平
成
28
年
３
月 

応
募
資
格 

　
高
等
学
校
卒
業
者
（
見
込
み
含
む
）

ま
た
は
、
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る

方 募
集
期
間
　
２
月
13
日（
木
）ま
で 

試

験

日
　
２
月
20
日（
木
） 

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
ま
た
は
青
森
県
立
高
等
技
術
専
門
校

に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い 

  

：
 

：
 

（13） 平成26年（2014）2月号 

公

立

ぎ

ん

な

ん

寮

 
春

の

感

謝

セ

ー

ル

 

公
立
ぎ
ん
な
ん
寮 ☎

５
６-

５
１
２
１   

「
み
ち
の
く
・
ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
」 

助
成
事
業
募
集
の
お
知
ら
せ 

公
益
財
団
法
人
み
ち
の
く
・ 

ふ
る
さ
と
貢
献
基
金
事
務
局 

 

☎
０
１
７-

７
７
４-

１
１
７
９    

青
森
県
立
青
森
高
等
技
術
専
門
校 

平
成
26
年
度
入
校
生
追
加
募
集 

青
森
県
立
高
等
技
術
専
門
校 

 

☎
０
１
７-

７
３
８-

５
７
２
７    

航
空
自
衛
隊
北
部
航
空
音
楽
隊 

第

35
回

定

期

演

奏

会 

北
部
航
空
音
楽
隊 

 

☎
５
３-

４
１
２
１    



相

談

相

談

 
相

談

 

 ▲展示中の「鷹山宇一のアトリエ」（再現） 
 

多
重
債
務
相
談
窓
口
の 

ご

案

内

 

東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所 

 

☎
０
１
７-

７
７
４-
６
４
８
８   

相

続

登

記

は

 

お

済

み

で

す

か

？

 

青
森
県
司
法
書
士
会 

 

☎
０
１
７-

７
７
６-

８
３
９
８   

「鷹山宇一と七戸ゆかりの画家たち展」 

 

ミュージアム・コレクション 

2月8日(土)～4月13日(日)まで 

 

        

　
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所
で
は
、

多
重
債
務
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

場
　
所
　
青
森
財
務
事
務
所 

日
　
時
　
毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

                    

     

　
司
法
書
士
会
で
は
、
毎
年
２
月
を
「
相

続
登
記
は
お
済
み
で
す
か
月
間
」
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

相
談
期
間
　
２
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
） 

相
談
場
所
　
青
森
県
内
の 

各
司
法
書
士
事
務
所 

相

談

料
　
初
回
無
料
（
２
回
目
以
降

　
や
具
体
的
な
手
続
き
は
有
料
で
す
） 

※
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す 

        

 
ぐるっとNAVI 
上十三・十和田湖 
広域定住自立圏情報 
 

 
 
 
 
 
 
駒っこランド雪まつり 
日　時　2月９日（日）午前10時～午後３時 
場　所　駒っこランド 
問合せ　称徳館　☎0176－26－2100 
 
のへじ～のドリンクラリー（はしご酒ラリー） 
日　時　2月14日（金）午後６時30分～９時30分 
場　所　受付会場：中央公民館　抽選会場：和食処しばのや 
問合せ　野辺地町商工会　☎0175－64－2164 
 
上十三地区障がい者就労支援セミナー 
日　時　2月15日（土）午前10時～午後３時30分 
場　所　三沢市公会堂３階　第8・9・10集会室 
問合せ　お助けマンクラブ　松江　☎0176－51－4620 
 
異文化交流フェア 
日　時　2月23日（日）午後１時～ 
場　所　尾駮地区　中央公民館 
問合せ　国際教育研修センター　☎0175－73－8575 

　美術館収蔵作品から、鷹山宇一をはじめ当館収集作家として顕彰する画家たちの作品を一堂にご紹介します。 
十和田湖に魅せられ絵画をもってその紹介につとめた日本画家・鳥谷幡山、独自の幻想リアリズムを追求し
た洋画家・平野四郎、地方にありながら絵筆一本、水彩・油彩・墨を自在に操り「馬」を描き続けた画家・
上泉華陽各氏の作品を、ぜひご鑑賞ください。 
　また、織田廣喜をはじめ小坂圭二など、鷹山宇一や町ゆかりの画家たちの
絵画も併せて紹介。 
　七戸ゆかりの画家たちの作品を、彼らを育んだ町の風土とともに味わう鷹
山美術館ならではの極上のひとときを、ご家族皆さまでお楽しみください。 
　ご来館を心からお待ちしております。 
 
●入館時間　午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時) 

●休 館 日　定休日＝毎週月曜日　展示替え・館内整備休館＝2/1～2/7 

●入 館 料　一般500円、高校・大学生300円、小･中学生100円 
＊20名様以上の団体、JAF会員、県民カレッジ受講者は各２割引 
＊上記入館料ですべての展覧会をご鑑賞いただけます 

●問合せ先　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 

 

（14） 平成26年（2014）2月号 



 

　「
戸
籍
の
窓
口
」
へ
の
掲
載
は
、

届
け
出
時
に
掲
載
を
希
望
さ
れ

た
方
だ
け
を
載
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
市
町
村
に
届
け
出
し

「
広
報
し
ち
の
へ
」
へ
掲
載
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
町
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎ 

６
８
ー
２
１
１
２  

お
詫
び
と
訂
正
 

 

女
性
の
た
め
の
女
性
司
法 

書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会 

青
森
県
司
法
書
士
会 

 

☎
０
１
７-
７
７
６-

８
３
９
８  

     

　
相
続
・
成
年
後
見
・
借
金
問
題
・
家

族
間
の
問
題
な
ど
法
律
の
関
係
す
る
お

悩
み
を
抱
え
た
女
性
の
た
め
に
、
女
性

司
法
書
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

　
法
律
家
に
相
談
し
に
く
か
っ
た
皆
さ

ま
、
女
性
な
ら
聞
い
て
も
ら
え
る
、
話

せ
る
、
と
思
う
皆
さ
ま
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
３
月
２
日（
日
） 

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場
　
所
　
ア
ピ
オ
あ
お
も
り 

２
階
大
研
修
室
１ 

主
　
催
　
青
森
司
法
書
士
会 

※
相
談
は
無
料
で
す
が
、
具
体
的
な
手

　
続
き
が
必
要
に
な
る
場
合
に
は
、
別

　
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
の
で
相
談
員

　
に
ご
確
認
く
だ
さ
い 

  

                                   

    

12 
月
16
日
〜
1 
月
15
日
 

 ◎
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 

　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

三
浦
　
柊
花
ち
ゃ
ん
　

　
愛
　
さ
ん
　

倉
　
越 

 荒
川
　
詞
音
ち
ゃ
ん
　

　
瞳
　
さ
ん
　

太
田
野
 

 浜
田
　
心
結
ち
ゃ
ん
　

奈
緒
子
さ
ん
　

野
　
続
 

 附
田
　
蓮
叶
く
　
ん
　

愛
　
子
さ
ん
　

森
ノ
上 

 

附
田
　
優
月
く
　
ん
　

瑠
　
美
さ
ん
　

附
　
田 

                

◎
ご
結
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
天
　
間
　
理
　
彦
さ
　
ん  

　

上

町

野
 

　
十
枝
内
　
　
　
香
さ
　
ん  

　

上

町

野
 

 ●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 太
　
田
　
英
　
孝
さ
ん 

71
歳  

蛇
　
坂
 

小
　
林
　
き
　
み
さ
ん 

96
歳  

寺
　
裏
 

西
　
野
　
光
　
政
さ
ん 

75
歳  

宇
道
坂
 

山
　
崎
　
カ
ツ
ヱ
さ
ん 

91
歳  

東
上
川
原 

小
　
林
　
ハ
　
ヤ
さ
ん 

99
歳  

左
　
組
 

山
　
口
　
信
　
一
さ
ん 

42
歳  

上
屋
田
 

藤
　
田
　
 
　
美
さ
ん 

78
歳  

荒
 
屋
 

澤
　
橋
　
由
　
雄
さ
ん 

86
歳  

荒
 
屋 

 
　
子
　
亀
　
藏
さ
ん 

77
歳  

白
 
金
 

              

楠
　
　
　
り
　
さ
さ
ん 

80
歳  

原
 
子
 

坪
　
　
　
誠
一
郎
さ
ん 

87
歳  

天
間
蒼
前
１

 

哘
　
 
　
與
　
 
さ
ん 

83
歳  

道
ノ
上
 

西
　
野
　
清
　
見
さ
ん 

78
歳  

　
旭
　
 

岡
　
田
　
文
　
子
さ
ん 

51
歳  

倉
 
岡
 

中
　
岫
　
ナ
　
ミ
さ
ん 

90
歳  

中
 
岫 

              

　

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。相談料は無料《秘密厳守》 
 

行政・人権相談 
（人権問題や悩みごと、行政への要望など） 
町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 
日　時　2月12日（水）午前９時～12時まで 
場　所　本 庁 舎　1階 相談室 
　　　　七戸庁舎　3階 第1・第2会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員 
 

 
消費生活相談 

（悪徳商法など消費生活に関すること） 
企画調整課☎68－2940 

日　時　2月12日（水）午前10時～午後3時 
場　所　本庁舎　1階 会議室 
相談員　町消費生活相談員  
※相談日以外でも電話での相談を受け付け
　ています。 
 

し
ゅ
う
か 

し
お
ん 

こ
こ
ろ 

れ
ん
と 

ゆ
づ
き 

 

（15） 平成26年（2014）2月号 

　 
＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

平成25年12月31日現在  
★人口と世帯 

　男　　　8,192人　（－  4） 

　女　　　8,836人　（－ 11） 

　計　　 17,028人　（－ 15） 

世帯数　6,822世帯　（－  1） 

　（　 ）内は前月比  
★交通事故 

　件数    7件　（47件）　〈＋1〉 

　傷者    7人　（68人）　〈　0〉 

　死者    0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成24年同月末比  

★町内の火災 

　建　　　　物　 1件  （8件） 

　林野・その他　 0件  （5件） 

　（    ）内は１月からの累計  

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計  



●発行日　平成26年２月１日発行 

●発行者　七戸町　企画調整課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

平成26年　七戸町成人式フォトギャラリー 平成26年　七戸町成人式フォトギャラリー 

（この広報は再生紙を使用しています。） 

代表で誓いの言葉を述べる菅岡さん 

旧友との再会を記念して 色とりどりの振り袖でピース！ 

流行りの「小顔ポーズ」！？ 式典では真面目に話を聞きます 

町民憲章唱和の高坂さん・原子さん 

全員揃って集合写真 全員揃って集合写真 

恩師の言葉に思わず笑顔 


